
 

 

 

 

 

 

                                                  
 

 

１０月１０日、淀支店管内にて農産物生産現場での研修会を開催しました。 

 今回、京都光華女子大学短期大学部の地域連携活動の一環として、同大学部ライフデ

ザイン学科の学生８人を対象に農業分野でのフードロス問題をテーマに学生が課題を

発見し、自ら考え行動することを学ぶ目的で開催しました。 

当日は、「九条ねぎ」、「京おくら」の栽培生産者の指導により、栽培ほ場や出荷調整作

業を見学し、生産現場での課題から、近年の異常気象に対応する栽培技術の工夫など

を学生に学んでもらいました。 

また、「京おくら」栽培ほ場では、収穫体験も実施しました。 

今後、参加した学生は生産現場での課題や自らの気づきを基にフードロス問題につ

いて取りまとめ、２０２４年１月に報告会などを計画されています。 

学生が考える新たな工夫や豊かな発想などが、生産現場の課題解決になることに、

大きな期待が寄せられます。今後が非常に楽しみです！ 
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ＴＡＣ information  

ボトルに記載されたＲＡＣコード 

RAC コードは、製品ラベ

ルや、チラシなどに表示

されています。 
※すべての農薬製品に RAC コ

ードが掲載されているわけでは

ありません。 

知ってますか？ 

ＲＡＣコードとは、世界的な農薬製造会社の国際団体が定めた農薬の分

類コードの事で、同じ作用性の農薬グループを一つにまとめて、それぞれ

の農薬にコード番号を付けています。 

殺虫剤は「ＩＲＡＣ」、殺菌剤は「ＦＲＡＣ」、除草剤は「ＨＲＡＣ」と

いいます。 

農薬による耐性・抵抗性は、同一農薬、同一系統の薬剤の連用がその発

生要因であると考えられています。ＲＡＣコードを参考にして、同じ系統

の農薬の連用を避けてください。 

※ＲＡＣコードは、農薬工業会のＨＰ等でも確認することができます。 

「ＲＡＣコード」 



 


